


西条昇の浅草喜劇コレクション
第一次「カジノ・フォーリー」篇
西条昇の所蔵資料の一部を本文ページ（P12-13）と併せてお楽しみ下さい。

西条 昇　江戸川大学教授、喜劇史研究家。
昭和39年、東京・飯田橋生まれ。幼少期より浅草をはじめとする都内の劇場や
寄席で喜劇と演芸を観て育つ。新聞・雑誌への連載やTV・ラジオ出演も多数。
主な著書に『ニッポンの爆笑王100』『笑伝・三波伸介』など。 

浅草水族館で旗揚げされた
第一次カジノ・フォーリー
の昭和４年７月23日からの
第２回公演プログラム。エ
ノケンがレヴュー『大進軍』
で本領を発揮した。

劇団名の由来の一つであるパ
リのレヴュー劇場「フォリー・
ベルジェール」の1950年代の
プログラム。

正延哲士『奈落と花道』（三
一書房）。電気館レヴューと
第一次カジノの幕内主任、
東五郎の半生を描いている。

昭和４年８月25日からの第一次カジノ・フォーリーの第
４回公演プログラム。レヴュー『どつちでせう』とバラ
エティーの２本立て。旗揚げ以来の不入りにより、これ
が第一次カジノの最後の公演となった。

劇団名の由来の一つであるパ
リのレヴュー劇場「カジノ・
ド・パリ」の1927-1928シー
ズンのプログラム。


